
No.563 号  令和 7 年 8 月 5 日 

税理士法人 さくら優和パートナーズ 〒860-0051 熊本市西区二本木４丁目９番４５号 優和ビル 

TEL 096-297-1011 FAX 096-297-1012  URL https://syp-ac.com/ 

 

 

 速  報 ! さ く ら ユ ウ ワ 通 信

国債と社債：安定性と利回りを両立する投資選択 

活況を呈する債券市場 
債券とは、国債や社債といった一定期間後に元本

と利息が返済される金融商品です。その債券を売買
する債券市場は、2025年、大きな転換期を迎えて
います。これまで低迷していた日本の 10年国債利
回りは 1.6％を超え、40年債では3.6％台に達す
るなど、長期金利が上昇傾向にあり、リスクを抑え
ながら利息収入を得たい人にとって、債券は資産を
投資するうえでの魅力的な選択肢になってきていま
す。 
 

債券投資のすすめ 
「現金を預金として手元に置いておけば安心」と思っていませんか？ 
しかし最近では、円安が続き、円の価値が海外で下がってきています。また、物価の上昇（インフレ）によっ

て、円で持っているお金の“実際の価値”が少しずつ目減りするリスクもあります。つまり、円で資産を持って
いるだけでは、必ずしも安心とは言えない時代なのです。そんな中、今注目されているのが「債券」への投資
です。債券は、次のようなメリットをもたらします： 
 
1．安定した運用でリスクを減らせる 

債券は、株や為替のように大きく値動きしにくく、比較的安定した運用ができます。特に日本国債や信
用力の高い企業の債券は、安全性が高く、元本がなくなるリスクも低めです。余ったお金を安心して働か
せる手段として適しています。 

2．利息収入でお金が増える 
債券は、あらかじめ決められた利息が定期的に支払われます。これは本業以外の収入源になり、会社

のお金の流れを安定させるのに役立ちます。今は金利が上がってきているため、利息の額も以前より魅
力的です。 

3．円以外の通貨で持つことでリスクを分けられる 
たとえば、ドル建ての債券を活用すれば、円だけに偏った資産を分散できます。これにより、為替の変動

にも強いバランスの良い資産構成がつくれます。 
 

当社による資産運用先のご紹介 
当税理士法人では、お客様からの資産運用に関するご相談を承り、実績と信頼のある資産運用会社へのご紹

介・取次ぎを行っております。 
「手元の余剰資金を有効に活用したい」 「将来の設備更新に備えて資金を運用で増やしたい」 
「事業資金の一部を利息収入で安定的にカバーしたい」 
――こうしたお考えをお持ちでしたら、どうぞお気軽にご相談ください。 
 

ご不明な点ございましたら、各担当者までお気軽にお問合せください。【木村】 
【参考】 

・利率1%超、個人向け国債に集まる投資マネー 国債消化を下支え 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUB225GE0S5A720C2000000/ 日本経済新聞（2025年7月30日） 

･財務省 国債金利情報 

https://www.mof.go.jp/jgbs/reference/interest_rate/index.htm  


